


　

　

アマモ場

阪 南 市

・市制施行：平成３年10月１日（大阪府内で一番新しい市）

・人口：50,934人（令和5年9月末日現在）

・大阪で一番南の市

・大阪市内まで電車で約40分

・関西国際空港から約20分

里海里山

　

　

企業 団体市民
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全国で３番目の
自治体として登録

37件の共創チャレンジが活動中 ※2023.11.30時点

　大阪・関西万博会場がある大阪湾で取り組む海洋教育・ブルーカーボンなどの
共創の取組が全国や世界へ発信されるとともに、より多くの未来社会へ向けての
共創チャレンジが阪南市で展開されていくよう、阪南市が有する里山・里海、そ
れらに関する地域資源などを実証フィールドとして提供することで、環境保全活
動などに取り組む企業や団体などのチャレンジを支援しています。

大阪を代表する里山里海をフィールドにした未来社会のデザイン
共創プレイス・阪南
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共創チャレンジ

共創パートナー

「TEAM EXPO 2025」プログラム



「TEAM EXPO 2025」プログラム

共創チャレンジ

海とふれあい、海を学ぶことで地域の環境に関心を持
つとともに、地域の人と共に活動を行い、地域の一員
としての自覚を育む活動を実施。
生物多様性の向上や生物資源の増加、漁業を含めた地
域の活性化に取り組む。
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全小学校で 
　　環境・海洋をテーマに

探求型協働学習



SDGs未来都市・自治体モデル事業に選定

令和４年５月２０日付けで国より選定

阪南市SDGs未来都市計画

2022年度自治体SDGsモデル事業提案概要
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アマモ場（漁場）再生によるブルーカーボンを活用した
カーボンニュートラルの取組
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「TEAM EXPO 2025」プログラム

共創チャレンジ

2018年に一般財団法人セブン‐イレブン記念財団と協定を締結。

アマモ場の保護保全活動と沿岸清掃活動を行う『阪南セブンの海
の森』プロジェクトを実施。

　

令和５年６月３日

西鳥取海岸でアマモの花枝採取、生き物観察福島海岸で海岸清掃 6



◆申請組織：一般財団法人セブン-イレブン記念財団
　　　　　　阪南市
　　　　　　NPO法人大阪湾沿岸域環境創造研究センター

◆申請面積：約40.17 ha

環境省が、生物多様性へ保全区域、122カ所を認定

◆申請サイト名：阪南セブンの海の森

沿岸域・自然系海岸（藻場）の自然共生サイトに 自治体として唯一認定！

 自然共生サイト認定・OECM登録！
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令和５年７月26日

◆30by30＝2030年までに陸と海の30％

       以上を保全する目標

  （日本の保全面積：陸域20.5％ 海域13.3％）

◆OECM＝法令によって守られる保護地域でなく

      人びとの生業や民間の自発的な取組に

      よって自然が守られている地域を自然

      共生サイトとして認定。 



「TEAM EXPO 2025」プログラム

共創チャレンジ

大阪湾に面する仲間として、地域と空港間での海藻移植
や藻場造成のための知見の共有により大阪湾の価値の向
上や、海洋環境向上に向けた次世代への教育に共に取り
組む。

令和５年４月25日 令和５年７月26日 8



共創を希望する相手

◆里山里海をフィールドに生物多様性の向上や、環境保全活動に取り組む
　企業・団体　など

今後の展開と企業等への期待

▽環境を守り、海山の豊かな暮らし・営みが体現できるＣo‐ベネフィット未来都市を実現
▽SDGs達成の貢献と、大阪・関西万博のテーマの実現

●共創パートナー：阪南市をフィールドに共創チャレンジを創出・支援
　　　　　　　　　共創の取組を全国・世界へ展開できるように情報発信　等

●共創チャレンジ：企業や団体等と共創チャレンジの取組を展開

阪南市
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